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1　取組対象組織・活動

　株式会社　  京滋工業

　代表取締役社長　伊藤年秋

（2）所在地

　本社 (京都営業所含む） 〒607-8211　  京都市山科区勧修寺東栗栖野町15-7

　滋賀営業所 〒520-3046　  滋賀県栗東市大橋4-6-16

（3）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先（電話番号等）

　環境管理責任者 ： 京都営業所所長　片山俊和

　連絡担当者 ： 総務課　下道隆弘

　連絡先  ：  TEL   075-581-5118

（4）事業活動の内容（認証・登録範囲）

ガス設備設計・施工、ガス機器販売・設計・施工、太陽光発電工事

建設業  ： 土木工事業、管工事業、水道施設工事業、舗装工事業

（5）事業規模

売上高 （ 2022年9月～2023年8月 ）

工事件数 1，843  件 　（小規模工事含む）

全従業員 59    名 （ 2022年8月21日現在 ）

（6）事業組織

（7）過去３年間の環境負荷の実績

単位

kg-CO2

kg-CO2/百万円

t

t

m3

kg

＊このレポートの活動期間は、2023年度　第53期（2022年8月21日～2023年8月20日）です。

＊購入電力の調整後排出係数は、大阪ガスの2019年　0.403kg-CO2を2022年から2024年の3ヶ年間固定します。

＊化学物質の取り扱いは無いが、取扱う場合は、適正管理します
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化学物質の使用量 適正管理 適正管理 適正管理

産業廃棄物の排出量 1,231.26 986.4 885.5

水の使用量・排水量 382.2 391.9 372.4

一般廃棄物の排出量 9.32 14.24 3.45

（1）名称及び代表者

　従業員数 34 25

　倉庫床面積 81 141

659百万円 / 第53期　 2023年

面積：㎡ 本社（京都営業所含む） 滋賀営業所

　事務所床面積 375 477

　敷地面積 480 1,036

　認証・登録 〇 〇

二酸化炭素の排出量/百万円原単位 231 266.8 238.6

基準年　51期
2021年

　52期　　2022年
取組年　53期

2023年

二酸化炭素の排出量 174,734 165,237 157,284



作成日：

2

⑩省エネ責任者を兼ねる

①環境経営システムを構築し、実施し、管理する。

②経営における課題とチャンスの明確化を図る。

③環境経営システムの構築・運用・管理に必要な資源を用意する。

①環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

②決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

各部門長及び
工事現場代理人

ＥＡ２１事務局

全従業員

①環境経営システム運営のすべての事務を行なう。

②環境への負荷及び取組の自己チェックを作成し、環境管理責任者へ報告する。

③「環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェックリスト」を作成し、環境管理責任者へ報告する。

④環境経営計画並びに運用手順書を作成し、実施達成状況を集計し、環境管理責任者へ報告する。

⑤文書及び記録の管理保管。

⑥外部コミュニケーションの窓口。

⑤環境活動の取組状況を確認し、環境経営目標の達成状況を評価する。

⑥問題点の是正、予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行なう。

⑦環境活動の取組結果を代表者へ報告する。

⑧ＥＡ２１に関する運用管理の体制を構築し、各責任者を任命する。

①責任範囲の環境経営目標及び環境経営計画の実施とＥＡ２１事務局への達成状況報告。

②責任範囲の問題点の発見、是正、予防処置。

④環境経営方針及び自己チェック等に基づき環境経営目標を設定し、作成された環境経営計画を確認し承認する。

⑦内部コミュニケーションの運営管理。

⑧従業員に対する教育訓練の実施。

⑨特定された緊急事態に対する項目の手順書作成、テスト・訓練・記録。

②作成された環境への負荷及び取組の自己チェックを確認し承認する。

③法規制等の遵守状況をチェックする。

役割、責任及び権限一覧

(資源には、人材、設備、費用、時間、専門的な技能、技術を含む。)

④環境管理責任者を任命する。

⑤環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知を行なう。

⑥代表者による全体の評価と見直し・指示を実施する。

⑦環境経営レポートを承認する。

工事現場

現場施工管理者

※全従業員は、当社に構築された環境経営システムを理解し、策定された環境経営方針の下、環境経営目標の達成に向けて、環
境経営計画に基づき、一致協力して環境取組を行う。

代表取締役

内　　　　　　容担　　当

①環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

2.実施体制組織図
2022年8月21日

EA2１実施体制組織図

代表取締役

環境管理責任者

本社 滋賀営業所

総務部・ＥＡ２１事務局

工事部工事部

京都営業所

工事現場

現場施工管理者
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1）

2） 建設現場から発生する廃棄物の分別を徹底し、リサイクルに努めます。　

3） 建設現場での水の汚染、汚濁を防止し、事務所での節水に努めます。

4） 太陽光発電や燃料電池などエコ商品の販売促進を図ります。

5） 事業活動での化学物質使用削減と適正な管理を行います。

3

　　　　　　　　　　　　代表取締役　　伊　藤　年　秋

3

        改定日：令和3年（2021年）８月２１日

　　　　　　　　　　株式会社　京滋工業

この環境経営方針は従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

環　境　経　営　方　針

株式会社　京滋工業

株式会社　京滋工業は京都の東の玄関口である名神高速道路「京都東インター」より10分ほどの所
に位置し、近くには平安初期に朝廷より征夷大将軍に任じられた坂上田村麻呂の古墳があり環境の
大変良い場所に位置しています。
『企業の繁栄を通じて社会に奉仕する』を社是とし環境経営理念にクリーンエネルギ-である天然ガ
スを供給する大阪ガス(株)と共にガスに関わる全ての事業活動が自然環境と深く関わっていることを
常に認識し、環境負荷削減を始めとする環境保全経営に積極的に取り組み、持続可能な循環型社
会の実現を目指して行くことを誓約します。

電力使用量や燃料使用量を削減する取り組みを行い温室効果ガスの発生抑制に　努め
ます。

事業活動に関わる環境関連の法規・条例及び大阪ガス(株)環境方針の要求事項を含む
その他の要求事項を遵守します。

事業活動における環境負荷の低減や環境改善を図るため、次の事項に重点的に取り組
みます。



3 環境経営目標とその実績

次年度 中長期

年度
基準年
2021年

2024年 2025年

単位 （実績） （目標） （目標） （目標）

目標･基準年比
達成率％ 100% 98% 97% 97%

使用量 23,631 23,158 22,922 22,922

(kg-CO₂) 9,523 9,333 9,238 9,238

目標･基準年比
達成率％ 100% 98% 97% 97%

使用量 30,218 29,613 29,311 29,311

(kg-CO₂) 70,105 68,703 68,002 68,002

目標･基準年比
達成率％ 100% 98% 97% 97%

使用量 33,575 32,903 32,568 32,568

(kg-CO₂) 86,623 84,891 84,025 84,025

目標･基準年比
達成率％ 100% 98% 97% 97%

使用量 2,951 2,892 2,862 2,862

(kg-CO₂) 6,197 6,073 6,011 6,011

目標･基準年比
達成率％ 100% 98% 97% 97%

使用量 762 746 739 739

(kg-CO₂) 2,285 2,239 2,216 2,216

目標･基準年比
達成率％ - 98% 97% 97%

(kg-CO₂) 174,734 171,239 169,492 169,492

目標･基準年比
達成率％ - 97% 96% 96%

CO2/百万円 231.4 224.5 222 222

目標取組年比
達成率％ - - - -

(ﾘｻｲｸﾙ率％) 90% 95% 95% 95%

目標･基準年比
達成率％ 100% 98% 97% 97%

(使用量㎥) 382.2 374.6 370.7 370.7

目標･取組年比
達成率％ - - - -

(監視率％) 100% 100% 100% 100%

目標･取組年比
達成率％ - - - -

(使用率％) 368 315 320 320

目標･取組年比
達成率％ - - - -

(回数/年） 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

目標の説明や補足事項

1

2

3

4

5

6

7

4

9,344

ガソリン使用量
の削減
（単位：L)

83.0%

25,069

58,160

二酸化炭素排出量の削減
90.0%

157,284

建設現場での水の汚染、
汚濁を防止し、事務所で
の節水に努めます。

事業所利用水の
節水(単位:㎥)

97.4%

372.4

濁水防止の100%
適正監視
（単位：％）

100%

100%

二酸化炭素排出量百万円原単位の削減
103.1%

238.6

建設現場から発生する廃
棄物の分別を徹底し、リ
サイクルに努めます。

　エコアクション２１は２００８年１月から取り組んでいます。２０２１年度の実績を自己チェック等により把握し、その結果を基準値として、２０
２２年度から２０２４年度までの目標を下記の通り設定し、環境活動に取り組んでいます。　尚、このレポートでは、２０２２年８月２１日から２０
２３年８月２０日までの運用実績について取りまとめました。

環境経営方針 取組事項

取組年　　2023年度
2022年9月～2023年8月

（実績）

LPG使用量の削
減
（単位：㎥）

112.5%

857

2,571

軽油使用量の削
減
（単位：L)

92.9%

31,207

80,514

都市ガス使用量
の削減
（単位：㎥)

108.0%

3,188

6,695

電力使用量や燃料使用量
を削減する取り組みを行
い温室効果ガスの発生抑
制に　努めます。

電力使用量の削
減
（kWh）

98.1%

23,187

エコ商品販売は、太陽光発電や燃料電池などを販売促進します

太陽光発電や燃料電池な
どエコ商品の販売促進を
図ります。

エコ商品を
（単位：台）

100%

315

事業活動での化学物質使
用削減と適正な管理を行
います。

化学物質は、適
正管理する

-

適正管理

105.3%分別及びリサイ
クルの推進
（単位：％)

上記の目標のほか、作業場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取組みます

2024年の目標は、仮目標です。

100%

購入電力の調整後排出係数は、大阪ガス㈱の2019年度の0.403kg-CO₂/kWhを2022年から2024年の3ケ年間固定します

廃棄物排出量は、総排出量を把握し、建設リサイクル率95％に取組みます

水使用量については、事務所敷地内における水使用量の削減について実施する。また建設現場からの汚水・濁水防止監視を
実施します

化学物質の取り扱いは無いが、取扱う場合は、適正管理します



4 環境経営計画

5

① アイドリングストップ
② 急発進・急加速・空ふかしの禁止
③ タイヤ空気圧の適正圧保持
④不要な荷物は積まない・過積載はしない

工事部

軽油使用量の削
減
（単位：L)

都市ガス使用量
の削減
（単位：㎥)

①お湯の沸かしすぎ・沸騰後の放置、無駄遣いはしない　　　　　　　②
来客時・応接の予熱は控えめに　　　　　　　　　　　　　　　　　③保
温ポットの利用

LPG使用量の削減
（単位：㎥）

①お湯の沸かしすぎ・沸騰後の放置、無駄遣いはしない　　　　　　　②
来客時・応接の予熱は控えめに　　　　　　　　　　　　　　　　　③保
温ポットの利用

環境経営方針 取組事項 環境経営計画の内容 責任部門・担当者

電力使用量や燃料使用量
を削減する取り組みを行
い温室効果ガスの発生抑
制に　努めます。

電力使用量の削
減
（kWh）

① 昼食時・休憩及び無人時消灯
②電気ストーブ・PC・換気扇はこまめに電源を切る
③ エアコン温度は夏季２８℃・冬季２２℃に設定

総務部

ガソリン使用量
の削減
（単位：L)

建設現場から発生する廃
棄物の分別を徹底し、リ
サイクルに努めます。

分別及びリサイ
クルの推進
（単位：％)

廃棄物
①アスファルトガラ・コンクリートガラの100%再生利用。
②SR土（再生土）･FK土（掘削土の再利用）利用促進
③事業活動で発生する廃棄物（廃棄機器・パイプ・廃材・梱包等）は全て
大阪ガス㈱へ返却する

工事部

建設現場での水の汚染、
汚濁を防止し、事務所で
の節水に努めます。

事業所利用水の
節水(単位:㎥)

①水を出しすぎない、止水を確認する 。
② 洗物はなるべくまとめ洗いをする

総務部

濁水防止の100%
適正監視
（単位：％）

① 建設現場で濁水防止の適正監視する 工事部

太陽光発電や燃料電池な
どエコ商品の販売促進を
図ります。

エコ商品を
（単位：台）

① 営業活動において積極的な販売促進を図る
② 業務機会を生かした提案活動を実施する
③ 現在の環境情報を交えたＰＲ活動を展開していく

工事部

事業活動での化学物質使
用削減と適正な管理を行
います。

化学物質は、適
正管理する

①事業活動に伴う化学物質を把握し、適切に管理する。
②保管場所を特定し、定期的に確認する。

工事部

取組の紹介

太陽光パネルの設置

エネファーム節水型自動水栓の取付

人感センサーライトの設置

エコ商品



5 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

評価：〇達成　　△基準年値105％以内達成　×未達成

（目標） （実績）

目標･基準年比
達成率％ 98% 98.1%

使用量 23,158 23,187

(kg-CO₂) 9,333 9,344

目標･基準年比
達成率％ 98% 83.0%

使用量 29,613 25,069

(kg-CO₂) 68,703 58,160

目標･基準年比
達成率％ 98% 92.9%

使用量 32,903 31,207

84,891 80,514

目標･基準年比
達成率％ 98% 108%

使用量 2,892 3,188

(kg-CO₂) 6,073 6,695

目標･基準年比
達成率％ 98% 112.5%

使用量 746 857

(kg-CO₂) 2,239 2,571

目標･基準年比
達成率％ 98% 90.0%

(kg-CO₂) 171,239 157,284

目標･基準年比
達成率％ 97% 103.1%

CO2/百万円 224 238.6

目標取組年比
達成率％ - 105.3%

(ﾘｻｲｸﾙ率％) 95% 100%

目標･基準年比
達成率％ 98% 97.4%

(使用量㎥) 374.6 372.4

目標･取組年比
達成率％ - 100%

(監視率％) 100% 100%

目標･取組年比
達成率％ - 100%

(使用率％) 315 315

目標･取組年比
達成率％ - -

(回数/年） 適正管理 適正管理

今年度の主な環境経営計画の実績・取組結果の内容

1

2 廃棄物は総量を把握し、分別を実施して削減及び建設リサイクルに努めた

3

4 エコ商品販売は、太陽光発電や燃料電池などを販売促進に努めた

5 化学物質の取り扱いは無かった

次年度の主な環境経営計画の内容

1

2 廃棄物は総量を把握し、分別を実施して削減及び建設リサイクルに努める

3

4 エコ商品販売は、太陽光発電や燃料電池などを販売促進に努める

5 化学物質の取り扱いは無いが、取扱う場合は、適正管理します

6

6

各人が節約に努める行動は浸透
している。各人がエコに努めた
結果、目標達成できた。次年度
も省エネ活動を定着させ継続し
ていく。

電気節電の際、省エネの推進や
使用していない電灯の消灯な
ど、活動が定着されている。次
年度も継続して取組む

総務部

電力使用量や燃料使用量
を削減する取り組みを行
い温室効果ガスの発生抑
制に　努めます。

電力使用量の削減
（kWh） ○

各人が節約に努め浸透してい
る。猛暑・厳冬の為、ガス類の
使用量が増加した。次年度は目
標達成に向け抑制できるよう努
める

ガソリン使用量の削
減
（単位：L)

○

工事部

環境経営方針 取組事項 年度

取組年　　2023年度
2022年9月～2023年8月 評価 取組の評価 担当責任者

二酸化炭素排出量の削減 〇

二酸化炭素排出量百万円原単位の削減 △

軽油使用量の削減
（単位：L) ○

都市ガス使用量の削
減
（単位：㎥)

☓

LPG使用量の削減
（単位：㎥） ☓

現場からの廃棄物は分別を行
い、建設リサイクルに努めた。
次年度も継続して取組む

工事部

建設現場での水の汚染、
汚濁を防止し、事務所で
の節水に努めます。

事業所利用水の節水
(単位:㎥) ○

節水活動は定着している。次年
度も継続できるよう努める

総務部

濁水防止の100%適正
監視
（単位：％）

○
現場での濁水防止の点検、監視
を徹底して実施した。次年度も
継続して取組む

建設現場から発生する廃
棄物の分別を徹底し、リ
サイクルに努めます。

分別及びリサイクル
の推進
（単位：％)

○

事業活動での化学物質使
用削減と適正な管理を行
います。

化学物質は、適正管
理する 〇 使用はなかった 工事部

二酸化炭素排出量削減取り組みでは、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟやｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ、重機の効率的な稼働等の目標達成手段を実施した

工事部

太陽光発電や燃料電池な
どエコ商品の販売促進を
図ります。

エコ商品を
（単位：台） ○

コロナ禍という厳しい状況下で
はあるが、次年度も引き続き営
業努力していきたい

工事部

水使用量の節水型自動水栓取り付け等、節水の向上に努めた。また建設現場では濁水防止監視を実施した

二酸化炭素排出量削減取り組みでは、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟやｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ、重機の効率的な稼働等の目標達成手段を実施する

水使用量の削減では更なる節水意識の向上に努める。また建設現場では濁水防止監視を実施する

環境目標の達成取組みと共に、作業場の環境及び品質安全向上ために３Ｓ活動（整理、整頓、清掃）に取組み、意識を持って
全員で実践する
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　環境関連法規への違反、訴訟はありません。又、過去３年間に関係当局からの違反や訴訟等

　の指摘はありません。

　適用される法規制等と遵守状況

　廃棄物処理法

　自動車リサイクル法

　大気汚染防止法

　水質汚濁防止法

7 代表者による全体の評価と見直し・指示

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

7

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟等の有無

法規制等の名称 該当する要求事項 遵守評価

　事故時の措置

遵守

遵守

　一般廃棄物及び産業廃棄物の管理、排出 遵守

　建設リサイクル法 　建設資材の有効利用と再資源化 遵守

　廃自動車のリサイクル券 遵守

　地域ごみ出しルール 　一般廃棄物の分別、収集、排出 遵守

注：適用される法規制等と遵守状況は、環境関連法規等の遵守状況のチェック結果に基づき記載します。

 
 エコアクション21に取り組み15年が経過し各部門ごとの取り組みについて社員一人一人の
 取組意識は定着している。しかし近年の燃料高騰の為、二酸化炭素排出量の金額が大きく
 増加した。ガソリン・軽油に対しては達成出来ている。気候変動の中、適正な事務所のエア
 コン管理を心がけているが、次期はもう一歩踏み込んで会社、社員一同達成に向けて頑張って
 もらいたい。

　消防法 　対象危険物保管の届出 遵守

　フロン排出抑制法
　第1種特定製品の定期点検、引渡し、廃棄、
　記録の保存、解体工事時の事前確認

遵守

　騒音規制法 　対象特定建設作業の届出、規制値の遵守 遵守

　振動規制法 　対象特定建設作業の届出、規制値の遵守 遵守

　家電リサイクル法 　家電リサイクル券 遵守

　特定粉じん発生施設の届出、一般粉じん発生
  施設の届出、解体時の事前調査
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≪　山科社会福祉協議会への寄付 ≫

≪　山科補導委員会様へ寄付 ≫

≪　山科２万人まち美化大作戦 ≫

≪　こども見守り隊≫

8

山科区環境月間である６月の第一日曜日に各学区ごとに道路や河川の
一斉清掃おこなう『山科２万人まち美化作戦』に参加し清掃活動活動
を行った

社会福祉事業振興のために山科社会福祉協議会に寄付を納め社会福祉活動
協力者として感謝状を頂いた。
本来なら地域のお客様とのコミュニケーションと地域貢献、さらには環境
保護（リユース）にも繋がるチャリティーバザーを毎年１２月第一日曜日
に開催し、売上金を寄付していましたが、コロナの影響でやむなく中止と
なりました。

山科補導委員会様へ寄付させていただきました。
本来なら地域のお客様とのコミュニケーションと地域貢献、さらには環境
保護（リユース）にも繋がるチャリティーバザーを毎年１２月第一日曜日
に開催し、売上金を寄付していましたが、コロナの影響でやむなく中止
しとなりました。

地域貢献活動

小学校に隣接し、会社の前が通学路になっており、毎日、通学時間の
午前7：50～午前8：15の間、挨拶、声掛け運動を通じて児童の安全
を見守っています。


